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JWPAにおける
グリッドコード化への取組み状況について

1

資料 ２総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会
新エネルギー小委員会 第20回系統ワーキンググループ



目 次

１.背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

２.グリッドコード化への取組み・・・・・・・・・ 6

３.グリッドコード化の進捗・・・・・・・・・・・ 8



１. 背景(１/３) 
再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会 中間整理で示された方向性
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１. 背景(２/３) 
第３回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会 資料2より抜粋
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１. 背景(３/３) 
第３回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会 資料2より抜粋
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２. グリッドコード化への取組み
グリッドコード化に向けたスケジュール（計画・実績）
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 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第3回）‐資料3をベースに修正

・2018年度 電中研、電事連、電力（北海道、東北）、ＪＷＰＡ、メーカで5回打合せを実施し、国内メーカ風車単機モデルブロック図・パラメータ確定。

・他の海外系メーカを含むブロック図・パラメータ提供依頼を実施。（⇒2社の追加提供あり、未提供の社へも提供を継続依頼）

・シミュレーションツールへの組み込みスケジュール、北電エリアのシミュレーションスケジュール案を策定。（⇒当初予定より6ケ月遅れ）

２０１７年度 ２０２０年度以降

下期 上期 下期 上期 下期

1 　制御機能確認試験
・既存風車を用いた実系統における制御機能確認試験に

　より、有効電力・周波数制御特性を測定・把握

2
　周波数シミュレーション等による
  有効性を確認

・JWPAおよび研究機関が実施予定

・IEC61400-21-1をベースに測定し、各制御機能単独と

  組み合わせた場合の総合特性を把握し、周波数安定化

  に寄与することを確認

・JWPAにて、欧州先行事例を参考に、新規建設WFに実装
　する標準制御機能・仕様を策定

①平常時解析について、既存の標準的な風力発電モデルを
　 ベースに、標準的パラメータを適用し、モデル構築+シミュレー

　 ションを実施

②事故時解析について、詳細な検討のために新たな詳細な

　 風力発電モデルを構築し、シミュレーションの実施を検討

③瞬時時解析について、数十μｓオーダーの解析に耐える

　 詳細モデルを構築、シミュレーションを実施

　 （瞬時値解析はプロジェクトベースの解析を想定。必要に

　　応じて行う。）

4
　有効電力・周波数制御機能
　の装備

・新規建設ＷＦには標準装備とするよう、JWPAが各メー

　カーに制御機能の装備を徹底させる。

5 　制御機能を活用し実運用
・3年程度の猶予期間を見て、2021年度以降、順次導入

　（但し、導入開始時期については、メーカーの対応可能時
　期及び系統の形成状況等を考慮して決定）

※ルール化については、系統連系規程への盛り込み（改訂）を想定

3
　各機能の特性と有効性を報告

　適用に向けた協議（各解析の実施）

No. 実　　　施　　　項　　　目
２０１８年度 ２０１９年度

備　　　　考

再
エ
ネ
導
入
量

小

大

風力発電モデル作成

シミュレーション実施

ルール化（※）

風力発電モデル作成

シミュレーション実施

ルール化（※）

ルール化（※）

風力発電モデル作成

シミュレーション実施

ブロック図確定遅れで、モデル策定・
シミュレーション開始が遅れている（6
ケ月遅れ）

事故時解析のブロック図の解析イ

メージ、記述レベル感の確認実施



３.１ グリッドコード化の進捗
ＪＷＰＡのこれまでの取組み

 欧米のグリッドコード及び風車制御を調査（2011～2016年度）

 主に以下の機能に注視して、欧米における各国のグリッドコード及び風車の持つ制
御機能について、国内事業者・メーカへのアンケート等により導入可否等の調査を
した
・ FRT（Fault Ride Through／事故時運転継続）機能（ 2011～12年度)

⇒系統連系規程（JEAC9701)に反映済

・ 最大出力抑制制御機能（2015年度）

・ 周波数調定率制御機能（2016年度）

調査結果：欧米メーカは対応済、 国内メーカは数年で対応可が判明

 制御機能確認試験を実施（2017年度）

 実サイトにおいて制御機能確認試験を実施し、以下の各制御機能の特性の把握を
行った

・最大出力抑制制御機能

・出力変化率制限制御機能

・周波数調定率制御機能

・イナーシャ制御

・ストーム制御
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【メーカへのアンケート調査結果】

 アンケート対象11社。うち8社より回答有
（未回答の３社には今後の風車納入予定が無いため、実質全社より回答入手）

 アンケート結果を踏まえ、JWPAとしての標準化の方針を下記とした

３.２ グリッドコード化の進捗
制御機能のＪＷＰＡ標準仕様策定（１／３）

調査・機能確認試験結果及びＩＥＣ（ＩＥＣ61400-21-1）＊を参考にアンケート実施
(*)電力品質特性の測定及び評価に関する規格、2019.03最終案可決
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３.２ グリッドコード化の進捗
制御機能のＪＷＰＡ標準仕様策定（２／３）

各社の機能装備状況を踏まえ、下記方針でJWPA標準仕様を策定する。

 NO.１，２ ；全社装備済み故、標準装備とし標準化する。

 NO.３ ；未装備メーカあるが、標準化の目玉である。一社は開発中、残り一社は中型
風車であること、機能が要求されるのはある程度の規模以上と考えられることから、
「系統連系規程JEAC9701」との整合も考慮し対象を特高連系以上（2,000kW以上）と
し、標準化する。

 NO.４ ；未実装メーカが３社と多いこと。機能が求められるのは相当な大量導入時と
考えられ段階的な対応が可能と考えられることから、標準仕様は提案するが、装備
は個別協議とする。

 NO.5 ；開発中（又は要望により開発）メーカが２社、未実装メーカが２社であり、現時
点で実装は個別協議とするが、今後、特高連系の風力発電所の大容量化が進んで
いくと、強風域での一斉脱落など出力変動への考慮が必要となってくる可能性がある
こと、系統側からのニーズが髙いこと及び発電事業者側にも発電電力量が増加する
利点があること、またメーカでは猶予期間があれば対応可能であること、などから特
高連系以上については標準装備とし、標準化する方向で関係先と協議する。

本機能の仕様はパワーカーブ同様各社個別仕様とすることが適当と判断されるため、
機能については定義し、標準の詳細仕様は定めないこととする。

JWPA標準仕様策定方針
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３.２ グリッドコード化の進捗
制御機能のＪＷＰＡ標準仕様策定（３／３）

制御機能の標準仕様案
 ＪＷＰＡにて会員向けセミナーを実施し（2月21日）、標準仕様案を説明した

 新規発注分（※）は制御機能を具備することを要請した
（※）実装時期については電力会社殿と協議の上決定する

［制御機能のＪＷＰＡ標準仕様の具体例（2019年2月21日セミナー）］



３.３ グリッドコード化の進捗
詳細風車モデル策定及びシミュレーションの実施

 平常時解析の実施
 需給シミュレーションに使用できる風車モデルが存在しない

ことから、
・風車制御ブロック図の確定 ⇒ 完了

・風車モデルの策定 ⇒ 完了

 北海道エリアにおけるシミュレーションを実施

・シミュレーションソフトへのモデルの組込み ⇒ 実施中

・風車制御機能導入時の蓄電池容量への影響の検討 ⇒ モデルの組
込み後実施

 事故時解析の実施（補助事業での実施を検討中）

 事故時解析シミュレーション用風車制御ブロック図の確定

 風車モデルの策定

 連系地点ごとの解析を必要に応じて実施
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３.３ グリッドコード化の進捗
ルール化（グリッドコード整備）に向けて

 風車制御機能の技術要件化
 （一社）日本電気協会と協調し、系統連系規程（JEAC9701)に具備すべき機能

を明記する方向で検討する（2020年度早々の改訂を目指して活動）

 系統連系技術要件（託送供給等約款別冊）への反映についても、関係先
（一般送配電事業者殿等）との協議を進める
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今後の一律制御に必要な機能

大規模風力の出力変動への考慮が
必要となる可能性が高い

風力の大量導入時に系統周波数の
安定（上昇抑制）に寄与する機能

風力の大量導入時に調整電源の追
従性確保に寄与する機能

強風域における一斉停止（一斉脱
落）防止機能［ストーム制御機能］

最大出力抑制制御機能

周波数調定率制御機能
（周波数上昇時の出力抑制機能）

出力変化率制限機能
（風速増加時の出力変化率制限機能）


